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表面テクスチャリングによる
環境負荷低減型熱交換器用プレートの開発
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　各種産業界において，各使用流体の冷却や排熱回収に多用されているプレート式
熱交換器には，省エネルギー化が望まれている．また，プレート式熱交換器は頻繁
な分解洗浄作業が必要であるため，汚れの付着抑制技術の開発も望まれている．そ
こで，熱交換器用プレートの伝熱面に特殊な表面テクスチャリング(F研磨処理)を
施すことで，伝熱効率の向上と汚れの付着抑制を実現する熱交換器用プレートを開
発した．

　従来品に比べ省エネルギー効果を約30%向上でき，さらに汚れの付着抑制効果も
ある熱交換器用プレートを開発した．

　はじめに，使用流体によって適した表面テクスチャリングが存在するため，伝熱
性能の向上に効果的なF研磨処理条件の選定を行った．洗浄性向上についてもF研磨
処理条件の選定を行い，そのデータベースシステムを開発した．
F研磨処理は，従来は手作業であったため，加工精度のバラツキを抑え，加工速度
を向上させるため，自動処理装置を開発し，手作業との整合性を確認した．
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図1．熱交換器用プレートの内部汚れの比較


